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・推薦入学願書受付

・面接

１月６日(火)
～８日 休)

１月16 日(金)

・合格内定通知発送　１月22日(木)
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・願書受付

・学力検査

・合格発表

２月６日(金)

～10 日(火)

２月22 日(日)

２月2ｱ 日(金l
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１日

２日

５日

13日

19日

23日

25日

・願書受付
12月] 日(月)

～５日(金)

・面接　　　12 月12日(金)

・合格発表　12 月18 臥 木)
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(土)

(日)

(水)

(木)

(水)

(日)

(火)
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高専祭 準備・前夜祭

高専祭 本祭

月曜振替授業
～14日（金）

学年・学科行事日

寮防災訓練
ロボットコンテスト全国大会

後期中間試験開始

（12月８日月まで）

８日 （木） 授業開始

14日 （水） 学習到達度試験

（３年生対象但し３コミ除く。他学年は臨時休講日）

15日 （木） 水曜授業振替

16日 （金） 学生 臨時休講日

23日 （金） 専攻科特別研 究発 表会 （１年 ）

28日 （水） 専攻科特別研 究発 表会 （２年）

30日 （金） 専攻科特別研究公開発表会（２年）

一
一

一

学統笠利

１日（水） 後期授業開始

10日（金） 学生臨時休講日（プロコン準備）

10日（金）～14日（火）

東北地区高専ラグビー大会

11日（土）～12日（日）

プログラミングコンテスト本選

19日（日） ロボットコンテスト東北地区大会

25日（土） 秋季学級懇談会

寮保護者会

29日（水） 防災訓練

13日（土）～14 日（日）

デザインコンペディジョン

専攻科特別セミナー発表会

冬季休業開始

（１月７日（水）まで）

学生総会

～16日（月）

後期期末試験
学生臨時休講日

～27日（金）

卒研発表会

終業式

卒業証書授与式

修了証書授与式

心

地
球瑞境保護のため|二．この冊子には哩511ｓｎｙlNｒ.
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。福島 高 専へ

人間力、創造力、

コミュニケーション能力を

身につけよう

式　 辞

新入生208名、留学生６名を含む編入学生９名、

専攻科生20名の皆様の福島高専への入学、誠におめ

でとうございます。また、ご列席のご家族の皆様、

難しい試験を突破してのご子息のご入学、おめでと

うございます。

例年に比べ寒く感じた冬も終わり、穏やかな春の

季節になりました。桜が満開の中で、このように多

数の若い新入生諸君を福島高専に迎えることができ、

教職員、在校生一同、大変喜ばしく思っているとこ

ろでございます。

本日は、第47回本科入学式、４年次編入学式なら

びに本科５年を修了した後の２年の課程である専攻

科の第５回入学式を同時に挙行させていただいてお

ります。また、本日は第一体育館が耐震工事中のた

め、狭陰な第二体育館で入学式を挙行いたすことに

なり、ご参列の皆様には大変なご不便をおかけいた

しておりますが、ご容赦いただきますようお願い申

し上げます。

皆様が入学される福島高専は今から46年前の昭和

37年に、日本で最初に、他のＨの高専と共に創立さ

れた高専の一つです。平成16年には、国立の55の高

専が独立行政法人「国立高等専門学校機構」として

統合され、福島高専もその中の一組織として再編さ

れています。この46年間に、６千人を超える創造性

と実践力のある技術者を産業界に送り出してきまし

た。これらの卒業生の実力は、テレビ等の報道でも

取り上げられておりますように、社会で大変評価さ

れています。今後も、本校の、個性化、活性化、教

育・研究の高度化を進め、創造性と実践力を持つ卒

業生を社会に送り出していくつもりです。

福島高専では、教育理念、学習・教育目標、養成

する人材像、卒業時に身につけるべき学力をきめ細

・

・実践力への第一歩

かに決めています。教育理念の第１は広く豊かな教

養と人間力の育成、第２はしっかりした基礎力に基

づく創造性と実践性の育成、第３は国際性とコミュ

ニケーション能力の育成です。昨年、食の安全が問

題になりました。賞味期限の改ざん、中国鮫子から

の農薬の検出などです。皆様の大多数は、本校を卒

業後、技術者やビジネスマンになります。技術者や

ビジネスマンは、例えば、このような農薬の混入や、

賞味期限の設定のような製品の安全・安心に直接関

わることが多くなります。皆さんは、社会に出るま

でに、身につけた能力や技術力を使って、さまざま

な状況で、自分は、何をなすべきか、何をしてはい

けないかを判断できるだけの教養と人間力を身につ

ける必要があります。これが教育理念の第１です。

資源のない日本の財産は、優秀な人材と優れた技術

力です。日本が、世界の先進国を維持していくため

には、優れた人材と優れた技術によって、新製品や

システムを創造していかねばなりません。福島高専

では、専門基礎力と実践的実験・実習を重視して、

皆さんにそのような創造性を備えてもらいたいと思っ

ています。これが教育理念の第２です。また、グロー

バル化した社会では、周りの人々や世界中の技術者

とコミュニケーションをとらねばなりません。その

ために、十分な語学教育や国際文化比較教育等によっ

て、教育理念の第３番目の国際性とコミュニケーショ

ン能力を勉強してもらうカリキュラムになっていま

す。

このような教育理念の下で、皆様が卒業するまで

に身につけるべき具体的な能力として、本校では、

次の６項目を掲げています。第１は豊かな教養と周

囲に配慮できる人間性、第２は専門分野の基礎知識

とそれらの総合的応用能力、第３は自ら工夫し、広

い視野から新しい発想ができる能力、第４は自己を

啓発し、課題を分析して解決する能力、第５はモノ
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つくりやデザインの実践力、そして第６は基礎的な

コミュニケーション能力と情報技術を活用したプレ

ゼンテーション能力です。

これらの能力は、木校のカリキュラムで５年間の

勉学を収めれば必ず身に付くことが、日本技術者教

育認定機構 け ＡＢＥＥ）の審査によって、保証さ

れています。これからの、５年間の勉学において、

皆様は次のことに注意して勉強して下さい。まず、

第１に、学校で定められた規則・規律を守り、自律

的に皆が学校で快適に生活できるように努力して下

さい。第２に、先生の講義をただ聴くだけではなく、

自ら疑問を持ち、自ら調べ、わからないところを質

問する姿勢を保って下さい。高専では、これまでの

中学校とは違い、何にでも疑問を持ち、自ら能動的

に学ぶことが、諸君に求められます。また、それは

自分が成長していく原動力にもなります。15歳から

20歳頃に学んだことは一生忘れずに頭に残りますし、

不思議なほど何でも次々に頭に入る時期でもありま

す。多いに疑問を持ち、その疑問を解決して体でお

ぼえて下さい。第３に 課外活動を楽しんで下さい。

文化部やスポーツ部に所属し、集団での活動能力を

身につけて下さい。第４に、何でもしっかり語り合

える友人を作って下さい。この時期にできた友人や

クラスメートは一生の友人になります。クラブ活動

や友人との語らいが皆様の人間力にさらに磨きをか

けることにつながります。

皆様が高専の５年間の課程を終えて卒業しますと、

その先には、さまざまな進路が開けています。就職

して社会で実力を発揮することもできますし、本校

の専攻科に進み、大学卒と同じ学士の学位を得るこ

ともできます。また、大学の２年生または３年生へ

の編入学への道、豊橋と長岡の技術科学大学へ進学

して修士または博上までの工学の一貫教育をうける

道もあります。入学生諸君には、さまざまな道が開

けていますので、自分が進む先を今から見据えなが

ら、夢と希望を持って勉学に励んで下さい。

次に、専攻科への入学生諸君。諸君は、本科５年

間で修得したことを基礎に さらに高度な基礎科目

と専門科目を学ぶことになります。専攻科２年の課

程を終え、学位試験に合格すると、大学評価・学位

授与機構から大学卒業と同じ学士の称号を得ること

が可能です。この３月に卒業した専攻科第３期生20

名は、全員、学士の称号を授与されました。専攻科

にも、本科と同様に修了時までに身につけるべき６

項目の能力を決めていますが、特に、本科と違う点

は、地球的視野で考えられる能力、知識創造の時代

に柔軟に対応できる能力、新しい産業技術を創造で

きる能力を持つことです。このような能力を身につ

けるためには、専門知識ばかりでなく、幅広く一般

教養も身につけねばなりません。また、数学や物理、

専門基礎利一目を、なぜそうなるのかということまで

含めて深く理解し、これらの知識を場合に応じて自

分の中で融合させ、応用することができて、初めて、

発揮できる能力です。専攻科生として恥ずかしくな

い能力を身につけられるよう、日頃の勉学に励んで

下さい。また、近年の技術の進歩によって、世界で

競争できる技術者は、通常、少なくとも修士の学位

を持っているのが普通です。大学院への進学も含め

て、将来の自分の姿と進路を今から考えてもらえれ
ばと思います。

最後に、新入学生諸君全員には、本日から卒業す

るまでの間に 本校の理念である人間力、創造力、

コミュニケーション能力を身につけられるよう、ま

た、日々健康に気を付けながら、若者らしく元気に、

自律的に努力し、大きく成長して、自信を持って社

会に、大学に、大学院に進んでいけるよう祈念して

式辞と致します。
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三主事あいさつ
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実 体 験 を 積 み 、 深 く 考 え よ う 。

教務主事 根 岸 嘉 和

昨今、創造教育、エンジニアリングデザイン

教育、ＰＢＬ （Project Based Learning ）とい

たキーワードが高専だけでなく大学でも飛び交っ

ています。

これらは、高等教育機関といえども、研究重

点型ではもはや成り立だないのは勿論のこと、

概念や理論の教育だけでは教育目標を充分に達

成することはできず、具体的な事象を体験する

中で、あらゆる手段を活用して課題を探求し解

決して、創造的な成果を残せる能力を育成して

いく必要に迫られていることを示すものと言え

ます。

その背景には、レンジで「チン」すればすぐ

食べられ、携帯から瞬時にして多種多様な情報

が得られる現代に育つ若者の、実体験の不足が

あるものと思われます。

学生諸君は、是非、試験で点数を取るための

勉強でなく、自らの学習によって得た知識・技

術を課題解決に活用できるような生きた能力を

身につけることや、そのためのスキルを獲得す

ることを目指してもらいたいと考えます。

まず、実物に触れ、現象を経験する実体験を

多く積むこと、そして深く考えることだと思い

ます。

？

１

専 攻 科 の 近 況 と 展 望

専攻科長 根　 岸　 嘉 和

専攻科２年生は「学士」申請に向けて、学位授

与機構への学修成果のレポート提出を終え、小

論文試験を待つ段階ですが、今年度も全員合格

の伝統を受け継いでくれることを願っています。

専攻科入試も推薦選抜、学力選抜と終了し、

多くの優秀な合格者を出している状況です。今

後もこうした傾向をより発展させられるよう、

全校を挙げて取り組んでいく必要があると思い

ます。

10月初め函館での全国高専専攻科実務者会議

では、学位授与権の獲得、エンジニアリングデ

ザイン教育、地域連携教育、大学との差別化等

に関して、今後の専攻科教育の充実に向けた熱

のこもった協議が行われ、改めて高専教員の教

育熱心さを実感しました。 なお、東北地区の

専攻科実務者連絡会は本校主管で、11 月20日に

開催されます。

さて、去る９月１日の朝日新聞に「高専専攻

科に熱視線」という記事が掲載されました。高

専の専攻科および本科の高い実力の評価と明る

い展望が熱く語られており、大いに勇気付けら

れました。

こうした状況の中、専攻科の益々の発展に向

け、各位のご理解とご協力をお願い致します。

.,Sij

水 泳 部 全 国 高 専 大 会 優 勝 に 想 う

学生主事 根　 本　 信　 行

今年度の全国高専体育大会では、卓球とテニ

スの女子ダブルスで優勝するなど、女子の活躍

が目立ちました。また、水泳部が学校対抗で１

位となりました。水泳部は複数の本校教員が指

導にあたり、例年好成績を収めてきましたが、

今回の優勝は、12 年前に水泳部の顧問であり、

学生指導に全力を尽くし 贋しくも早逝された故

菅原卓夫先生からの委嘱を受けた金渾コーチの

お陰でもあります。卓球部も40 年を越える長期

間にわたり、親子２代の橋本コーチの指導を受

けています。他のクラブも学外の多くの人々に

援助していただいています。さらに 多くの卒

業生や保護者の皆様のお陰で、本校のクラブ活

動が成り立っていることを改めて見直し、学生・

教職員共に感謝の心を持ちたいと思います。

本校のインターネットの環境も、卒業生や在

校生有志の献身的な活動と、隣の茨城高専の学

生の協力を得て整ってきました。本校学生の活

動のすべては、周りの方々のお陰であることを

学生・教職員が認識し、それぞれが努力を積み

上げて、学生と本校が大きく飛躍することを期

待しています。

甲

●

生 活 環 境 の 改 善 に 向 け て

寮務主事 高　 野　 克　 宏

今年度、寮務主事を務めております一般教科

の高野です。どうぞよろしくお願いいたします。

平成20年10 月現在、磐陽寮には190 名（内女

子45名）が暮らしています。この中には男子８

名・女子６名、合計14名の留学生か含まれます。

東北地区の高専の中で最も多い留学生を受け入

れており、国際色豊かな学寮と言えるでしょう。

今年度の最も大きな出来事は、若葉寮（女子

寮）を対象としたアスベスト除去工事の実施で

す。昨年度末、天井の吹き付け材からアスベス

トが検出されたため、夏季休業を利用して除去

工事を実施しました。工事にあたっては若葉寮

を全面的に封鎖する必要があり、居室内の荷物

の撤去や合宿の変更等で寮生や保護者の皆様に

多大なるご迷惑をおかけしました。工事は予定

通り終了し、 ９月24日の開寮日から通常どおり

の生活に戻っています。

高専の施設の老朽化が問題視され、新聞等で

も取り上げられました。磐陽寮も例外ではあり

ません。今後は、生活環境の改善を目指し、優

先順位に配慮しながら、施設の更新・改修に向

けて予算要求等の努力を続けていきたいと考え

ております。

５



各科の近況［本科］

一般教科長

西　山　公　紀

機械工学科長

天　 野　 耀　 鴻

,1１

電気工学科長

大　 槻　 正　 伸

今年度新たに、布施雅彦先生が情報科担当として、コミュニケーション情報学科よ

り一般教科に移籍されました。５学科共通の情報基礎を主に担当されます。これで、

人文科学系と自然科学系を合わせた一般教利･の 教員数は25 名となります。

また、英語科の中山悟視先生が文部科学省の在外研究員として派遣され、翌年２月

末まで米国オハイオ州立大学に滞在されます。

一般教科では、数学基礎学力標準試験（５月）、物理基礎学力標準試験（９月）、実

用英語検定、ＴＯＥＩＣテスト等、基礎教育の充実をめざし校内で様々な試験を実施

しております。特に低学年時は数学、英語、物理等の基礎学力養成が必要です。本校

では学業と課外活動の両立を掲げて 教育をしておりますが、学生の中には、放課後の

学習時間の確保が十分でないケースもあります。この時期に自主的学習の習慣を確立

することは、４・５年に進級する上でも、学生にとって極めて大切です。ご家庭での

ご協力を切にお願い申し上げます。

機械工学科棟は改修工事が終了し、美しく機能性豊かな建物、学生の勉強に有効な

コモンズペース、製図室へ３Ｄ－ＣＡＤ２３台設置など、３月に新たな教育をスタート

しました。

本学科の教育と発展に劇年間ご尽力頂いた石垣義尚教授｡40 年 間実験・実習を補助

してくれた技術専門員の高木克弘さんが３月にご退職しました。

今年度から地域の有能な技能者による協働教育を目指した「企業技術者等活用プロ

グラム」が高専機構で採択され、非常勤講師として㈱ＩＨ Ｉ相馬工場・竹内精工㈱・

大宏電機㈱・退職者など11 名 の技能者を招いて。後期授業の「モノづくり実習」で展

開しています。特に３年生の「市民に役立つモノづくり」では、これまでＮＨＫ福島

や新聞３社で報道されてきましたが、今後は企業人の協力を得る事で、さらに実践力

のある豊かな創造性 教育を実現し、商品化を目指したモノづくり実践教育を邁進して

いきます。

教職員は社会からの要請に対応できる質の高い教育を目標とすると同時に、活気溢

れる学科になるように頑張っております。

電気工学科では、今年度新しく豊島晋先生か赴任され学科に若い力を吹き込んで頂

いております。

５年生の進路の状況は、担任の小泉康一先生のご指導のもと、進学13名（うち専攻

科８名I）、就職22名が決定し、卒研等に力を集中できるようになったところです。

４年生は担任の山田貴浩先生のご指導により、夏季休業中のインターンシップが全

員終了し、11月の報告会で最後のまとめをしました。

また４年生は、創作実習で、高専に入ってから学んだ知識をフルに活かしてのモノ

づくりに取り組み、10月15日の発表会が終了しました。

３年生は専門科目も増えて、担任の山本敏和先生のご指導のもと、将来の進路につ

いても真剣に考えるべき時期にきております。

電気工学科では、12月に３～５年生対象に学科統一試験を行い、専門学科の実力を

試します。

今年度の行事もまだまだ重要なものが多く控えており、学生、教職員協力して活気

ある学科として行事を着実に進めていきたいと考えております。

６
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物質工学科長

青　 柳　 克 弘

建設環境工学科長

山 ノ 内　 正　 司

コミ ユ

森

ｹｰｼｮﾝ 情報学科長

川　　　 治

今年度の物質工学科のスタッフは、常勤の教員に移動はありませんが、本校名誉教

授の引地宏先生（環境生態学）と茨城大学名誉教授の百瀬義広先生（量子化学）を非

常勤講師にお迎えしております。また、物質工学科の実験等を主に見ていただく技術

職員として、佐藤潤さんと林真さんのお二人においでいただきました。

昨年度実施しました物質工学科棟の耐震工事を含む全面改修工事が終わり、この４

月から新しい施設で、学生実験、卒業研究等が行われております。教員研究室の隣に

卒業研究室を配置し、その前にコモンズペースを設け、ドラフトの数を増やし、実験

台を新しくする等、特に安全面に配慮した造り、配置になっております。

５年生はほぼ希望通りの就職、進学先に決定しました。今年度は進学者が全体の約

６割を占め、高専を大学進学の一つのステップとして考える学生や保護者が増えてき

たようです。

今年皮も高専らしさ、物質工学科らしさを失わずに、頑張っていきたいと思ってお

ります。

元気な１年生を迎え、本年度建設環境工学科は学生数201名でスタートしました。

まず５年生36名の進路状況ですが、就職希望者17名の内15名が内定しています。年々

就職活動が早まる傾向にあり。早い段階での進路の決定が迫られています。残り２名

は公務員試験の結果待ちです。ここ数年途絶えていたいわき市役所土木職の募集があっ

たことは一つの朗報です。一方進学関係では。希望者19名全員が合格しており、大学

編入学11名、本校専攻科５名となっています。

次に４年生の校外実習については、本年度新たな動きが見られました。というのは

２ヶ所で実習を行なった者が15人にも上ったことです。この企業等での３週間にわた

る経験は進路決定に大いに役立つに違いありません。なお、３週問以上の校外実習を

行った者に対して、本学科では独自に実務研修として１単位の修得を詔めています。

最後に、教育・研究の充実はもちろんのこと、何よりも学生が入学してよかったと

感じられる学科作りに教員が一丸となって取組んでいきます。

平成２０年３月に内山昭代先生が退職、渡部順一先生および遠原智文先生が転出さ

れました。内山先生は本学科１期生の担任を務められるなど本学科の発展に特にご尽

力を頂きました。渡部先生は３月に担任として卒業生を送り出されぽかりであります。

三先生方のご活躍を祈念しております。

後任として平塚力先生、米本清先生および高橋雅也先生をお迎えしました。今後の

ご活躍が期待されます。

５年生４０名の進路希望は以下の通りです。（９月３０日現在）

田 民間企業　１６名 （2） 公 務 員　３名

（3）進　 学　２１名

今年度は進学希望者の多いのが特徴です。今年度の就職戦線は好調に推移し、現在

民間希望者のうち１５名が内定を頂いており、公務員希望者も含めて全員決定間近な

状況です。また、進学希望者のうち５名は国立大学（専攻科を含む）に合格していま

す。大学編入学試験の本番を問近に迎え、学生達の希望がかなえられるように教員一

同一生懸命指導に当たっている所です。皆様のご声援の程よろしくお願いします。

７



各科の近況［専攻科］

榎械･ 電気システムエ学専攻長

渡　 辺　 敏　 夫

物質･ 環境システムエ学専攻長

山 ノ 内　 正　 司
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今年度は１年生８名の学生が入学しました。その学生も１ヶ月に及ぶインターンシッ

プを先日終えたところで、これから。特別研究と授業に力を入れ、特にＴＯＥＩＣ４００

点以上が専攻科修了の要件になりましたので、英語の力をつけてほしいと思います。

２年生12 名 の進路は、３名が大学院修士課程（長岡技術科学大学、福島大学）に、２

名が公務員（防衛省、福島県）、１名が独立行政法人（日本原子力開発機構）、 ６名が

民問企業（東芝、東京電力、常磐共同火力、三菱重工、 ＪＲ東日本）と全員決定して

います。民間企業への就職はこれまで の高専本科の実績がありますので、求人の依頼

が多く非常に恵まれた状況でした。現在、２年生は学位授与機構へ学位申請書類を提

出し、先日の９月21 日 には第３回特別研究中間発表会を行いました。これからは、特

別研究の最後の仕上げと12月 の東京で学位授与機構の試験、そ れに１月の最後 の特別

研究の発表会とつづきます。現在、本専攻の学生全員が充実した学生生活を送ってい

ます。

専攻科が設置されて５年目を迎え、これまでの専攻科長や専攻長のご尽力により、

運営面ではかなり軌道に乗ってきているように感じます。また学生達も私達の期待に

応え、特別研究の遂行、特別研究の発表やインターンシップの報告、学位授与申請書

類の作成と、忙しい日々を送っています。

２年生６名の進路については、就職希望の４名rは希望する会社から内定を頂いてお

り、進学希望の２名は大阪大学大学院と東京工業大学大学院に合格しています。専攻

利･から大学院へ流れが徐々に太くなり、より高度な研究を目指す専攻科生が続いてく

れることを期待しております。

１年生のインターンシップでは、大きなテーマに取組んできた学生も多く、その専

門性は高く評価されています。インターンシップ報告会で説明する姿に専攻科生とし

ての自信と誇りを感じたのは私だけではなかったと思います。

専攻科修了生がこの自信と誇りを忘れすに大学生とは一味違う活躍をしてくれるこ

とが、さらなる専攻科の充実につながるものと確信しています。

平成20年３月に渡部順一先生、遠原智文先生が大学に転出され、新たに平塚力先生

をお迎えしました。平塚先生のご専門は経営学で、専攻科では経営学特論Ｉ，ｎ、市

場戦略論及び特別研究等を担当されます。

１年生は３名が入学し（内１名は休学、海外留学中）、研究室も決まり２年間の研

究活動を開始しました。夏季休暇中に長期インターンシップを終え、企業の新しい風

を全身に浴び、また新たな意欲を持って学校に帰ってきました。10月３日にインター

ンシップ報告会が行われ、活発な質疑応答が交わされました。また、特別研究の第１

回中間発表会が10月17日に行われました。

２年生８名は、９月24日に特別研究の第３回中間発表会を行い、学位授与機構への

学修レポート提出も終了しました。進路は公務員を含む就職希望で、近々全員の進路

が決定するものと考えています。

今後も専攻科の教育・研究にご理解と御支援をいただけますよう宜しくお願いいた

します。

８
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高等専門学校機関別認証評価

合格認定されました

前校長補佐（評価担当） 渡　 辺

福島高専は、昨年度独立行政法人大学評価・

学位授与機構（ＮＩＡＤ）が実施した「平成19

年度高等専門学校機関別認証評価」を受審し、

去る３月27日にその合格認定を受けました。周

知のごとく平成16年度に独立行政法人化された

全国55の国立高等専門学校は、その教育研究活

動等の状況を今後一定期間（原則７年）ごとに、

文部科学大臣から認証を受けた評価機関（大学

評価・学位授与機構）による評価（認証評価）

を受けることが義務づけられています。本校は、

大学評価・学位授与機構による認証評価を受審

するため、昨年６月末に当機構に対して認証評

価の自己評価書を提出し、その後実施された７

～８月の書面審査と11月末の訪問調査を経て、

本年３月27日に同機構からF すべての評価基準

を満たしている」との合格認定を受けました。

4

認　 定　 証

４ 島土業 島岑専門 幸校長 ａ

貴校は平成19 年度に独ゑ行政・ 人瓦幸評価・ 幸皿授与

機構が実危したあ苓牟門幸挾機関剥認･証奸価においで

嵩苓牟門幸岐評佃基旱を僑たしていることを皿ずる

平 人20 ＋3127 寸

●j行政･ 人瓦掌青S 一孝a 肴与撞着　f.｀I.-ゝ ,

輿●・ 本 村

似

ｆ

Ｊ１

博

認証評価の目的は、第１に高等専門学校の教育

研究活動等の質を保証すること、第２に評価結

果をフィードバックすることにより高等専門学

校の教育研究活動等の改善に役立てること、そ

して第３は高等専門学校の教育研究活動等の状

況について、社会に対しその説明責任を果たし、

広く国民の理解と支持が得られるよう支援・促

進していくことにあり、その評価基準の構成は

基準１の「高等専門学校の目的」から基準Ｈの

「管理運営」にまで及んでいます。今回の認証

評価結果では、本校のこれまでの教育研究活動

等の状況がこれらの評価基準をすべて満たし、

本校の教育の大きな柱である「複眼的な視野を

もつ職業人の育成を目的としたシナジー（協働）

教育の実践」や「創造性を育む特徴あるモノづ

くり実践教育の試み」等を含む４つの項日が特

に優れた点として高い評価を受けました。また

本校は、認証評価とは別に定められた二つの選

択的評価事項Ａ 「研究活動の状況」およびＢ

「正規課程の学生以外に対する教育サービスの

状況J の評価も同時に受審しましたが、これら

の評価事項についても「達成状況が良好である」

として高い評価を受けました。最後に、今回の

認証評価受審に当たっては、認証評価委員会及

び小委員会を中心として、多くの教職員および

学生等の関係各位から暖かいご支援とご協力を

頂きました。これらの方々に対して改めて心か

ら深く感謝の意を表します。

９
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インターンシップ報告

イ ン タ ー ン シ ッ プ を 終 え て

機械工学科４年 石 山　 宏 哉

僕は大企業であるサントリーにインターンシップとい

うことで５日間お世話になってきました。化学的な知識

が必要だったらどうしよう

かと不安があったものの、

行ってみると内容は工場見

学とグループワークだと説

明され安心しました。

工場見学はビールエ場、

次に清涼飲料水工場、ウィ

スキーエ場といった順に３

ヶ所を見学しました。かな

り高い温度で除菌をするた

め工場内は40 度近く。慟い

ている人の苦労を肌で感じ

ました。見学後の高専卒社

員の方との懇談では。就職

の理由を聞いたりでき､ とて

も貴重な体験になりました。

インターンシップを終えて

機械 工学科 ４年 上 田　 卓 也

僕たちはアトックスという千葉県にある技術開発セン

ターに研修をしに行きました。

スケジュールとしては、１日目にオリエンテーション、

午後からは壁面除染機（原子力発電所のウェルと呼ばれ

る円筒状のプール壁面の汚染物質を除染する装置で、除

染機と走行台車で構成

さ れている｡ ） の組み

立ての作業をしました。

２日目も１日目の続き

をして、 ３口目からは

組み立てた機械の計測

を行い、走行台車を現

グループワークの内容は、班ごとに分かれて「２ｍの

高さから卵を落としても割れない装置」を製作すること

でした。３時間という短時間でアイデアをまとめ、完成

したときは感動でした。卵も、うまく割れずにキャッチ

し成功でした。最終日には工場見学で学んだことを元に

新聞作りをしました。初めて会った人たち同士で協力し

て作業するのは大

変でしたが、その

反面楽しく、いい

思い出になりまし

た。

ひとつの製品を

， 一 作るのに、たくさ

んの人の手とさま

ざまな技術が使わ

れているのだと今

回のインターンシッ

プで感じました。

そして、早く自分

もそんなものづく

りの 吐界で製品を

作ってみたいです。

状のものよりより良い物にするため、 改良をしてそ れを

ＣＡＤで製図する作業をしました。４日日もそ の続きを

行い、最終日は今まで製作していた除染機の走行確認を

して、改良した走行台車の発表を行いました。

上記のようなことを体験できて、本当に良かったです。

学校だと教科書を見て勉強しているだけで、テスト前と

かにはいいけれどそ れ以降は頭に残りません。でも実際

に目で見て、物に触れることによって、頭に残ります。

こういう機会は本当に少ないのでとても良かったです。

その中で一番記憶に残っているのは、 身の回りは常に整

皿整頓しておくということです。一見簡 単そうでも使い

終わった道具や部品を置きっぱなしにしたりしてし まい

ました。特に原子力関係は命に関わる作業なのでどんな

に小さな部品でも数が合わなかったら必死に探すと言っ

ていました。こういう当たり前なことをできる人が難し

い作業もこなせるものだと思いました。 また、みんな優

吋７● しく理屈ではなくてコツを、今後 のためにものすご

く色々教えてく れました。

、　　 今回のインターンシップは自分にとってとてもい

い経験になりました。５日問でしたが、とても濃い

時間になりました。研修中に教わったことをこれか

ら生かして生きたいと思います。

iｎtｅrｎshi ｐ

インターンシップを終えて

電気工学科４年 潰 尾　 将 太 郎

私は８月４日から８日までの５日間、 千葉県柏市にあ

る株式会社アトックス技術開発センターで実習を行いま

した。この期間、全国各地の高専から私を含め計８人の

学生が集まりました。

実習は機械班と電気班に分かれて、主に原子力発電所

内のウェルの壁面を洗浄する壁面除染機の製作をすると

いう内容でした。私は電気班のｌ 人として参加しました。

電気班は壁面除染機の配線の接続作業を行いました。配

線の接続は、はんだ付けで行い、その後に接続した簡所

を収縮チューブを使用して防水加工を施すというもので

した。学校で行った実習とは比べ物にならない程細かい

作業でしたが、とてもやりがいのある作業でした。

私は会社という場所はとても堅い雰囲気のある場所で

あると思っていましたが、実際にはとても和やかな雰囲

気で自分のイメージしていたものとは全く違っていまし

た。社員の方々は気さくな方ばかりで、親切かつ熱心に

指導してくださり、とても充実した５日問を過ごすこと

ができました。

また、会社での作業や現地での生活を通して他高専の

学生とも交流を深めることができ、とても貴重な経験を

することができました。

最終日に行った壁面除染機の模擬走行試験では、自分

達が製作した壁面除染機を実際の４分の１サイズのウェ

ルで動作させました。正常に動作してくれるかどうか心

配でしたが、何の問題もなく正常通りに動作してくれた

ので良かったです。

今回のインターンシップは私にとって経験のない事ば

かりで、大変意味のあるものでした。この経験を今後の

自分の進路や学生生活に生かしていきたいと思います。

インターンシップを終えて

電気工学科４年 対 馬　 啓 介

私は８月４日から東北電力の研修センターにて研修を

行いました。この研修では、電力に必要な技術として発

変ｔ 配電、系統保護・

操作などの講義・実習

を行いました。

講義では、研修セン

ターの講師の方が基本

的なことから専門的な

ことまで 教えてくださ

いました。スライドや

配布資料があり、わか

りやすい講義でした。

実習では､ 研修センター

の施設を利用して様々

な体験をすることができました。どれも普通は経験でき

ないことばかりで驚いてばかりでした。さらに、講師の

方から電気を作り届ける立場としての責任の大きさやそ

れに対する心構え、事故防IEのためにできることなどの

お話を聞くことか出来たのはとても貴重な経験をしたと

思います。しかし、講義・実習の時間は午前午後共に４

時間ずつあり、講義ごとにレポートを書いて提出しなけ

ればならないのは苦労しました。

研修センターでは東北電力の社員の方も研修を行って

いました。すれ違う人みんなが「おはようございます」

や「お疲れ様です」などのあいさつをしっかりと行って

いてとても素敵だなと思いました。あいさつは重要なこ

とだと改めて思いました。

今回この研修では、多くのことを学ぶことが出来まし

た。５日間という短い期間でしたがとても充実していた

と思います。この研修で得たものをこれからの学校生活

に生かしていきたいと思います。

川
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インターンシップで得たもの

物質工学科４年 植 田　 友 美

私は埼玉県羽生市にある、株式会社クレオでインター

ンシップを行いました。前半の週では、除菌洗浄剤の除

菌効果を比較する実験を行いました。菌の植え付けや培

養、発生したコロニー数の測定など初めての作業でした

ので多少失敗もありましたが、普段の実験の知識のおか

げで、スムーズに作業を進めることができました。しか

しその後のレポート作成では期限内に提出することがで

きず、自分が普段怠けていたことか結果として表れ、非

常に悔しい思いをしました。後半の週では、最終日の夏

祭りで使用するＢＢＱの台の製作を行いました。まさか

インターンシップで

自分が作業着を着て、

ドラム缶の切断やバ

リ取り、溶接などを

するとは思つてもい

ませんでした。しか

し作業は意外にも面

白く、自分たちの作

イ ン タ ー ン シ ッ プ を 終 え て

物質 工学科 ４年 櫛 田　 絵 理 香

私は株式会社クレハいわき事業所に、２週間のインター

ンシップを受け入れていただきました。

いわき事業所は112 万 ㎡ の広大な敷地を持ち、およそ

800 人 が 働いてい ます。５つの工場と、５つ の間接部門

に分かれていている中で、医薬品工場技術課と医薬品品

質保障部にお|佳話になりました。

医薬品工場では、クレスチンという抗悪性腫瘍剤、ク

レメジンという慢性腎不全用剤、マツマックスという栄

養補助食品を製造していました。特にクレスチンとクレ

メジンの製造について詳しく教えていただきました。 ま

ず、クレ メジンとクレスチンの製造工程の原理を、説明

していただき ました。そのあと実際に工場の中を見学さ

せていただき、どのように製造している のかを知ること

ができました。それぞ れの製造工程に合わせて工夫され

た機械を用いていることに驚きました。医薬品品質保障

部では、医薬品を製造するための特別な決まりや意識、

責任があるために、品質上の安全について細心の注意を

配っていることがよくわかりました。また、製造工程の

る台が完成するにつ

れてだんだんと喜び

が増してきました。

肌で『ものづくり』

の楽しさを実感する

ことができ、他分野

のことを学べたこと

は大きな収穫となり

ました。インターン

シップでは実習内容

はもちろんの事、社

会でのルールや企業

での人との付き合い

方など、非常に得た

ものが大きく、来年の進路選択の際にも参考になると思

います。

最後に、２週間一緒だった他高専の実習生には、慣れ

ない機械作業を手伝ってもらうなど大変お世話になりま

した。金曜日の夜のことや一緒に過ごした休日など、最

高の『仲間』との忘れられない思い出ができました。ま

た、忙しい中いろいろと指導してくださった社員の方々

には大変感謝しています。

原理をよりよく理解するために、ラボ機による実験を見

学させていただきました。製造品サンプルの分析実験を

体験させていただき、今までに得た知識や技術を使うこ

との喜びを感じました。

自分の行動に責任を持つこと、知識や技術を活用する

ことの楽しさ。向上心を絶やさずに変革を求めることな

ど、大切なことを学ぶことができました。貴重な経験を

させていただいたことに感謝して、将来に役立てていき

たいと思います。

インターンシップ報告

建設環境工学科４年 植 田　 耕 平

私は新日本製鏝株式会社技術開発本部の土木建築技術

部で、２週間インターンシップを行ってきました。鉄鋼

業に土木分野がどのように活かされているのかに興味を

持ち、研修を巾し込み、受け入れてもらえることになり

ました。

研修のテーマは「製鋼スラグの建設や環境改善へのリ

サイクル利用技術開発」です。現在、港湾などの浚渫に

伴って発生する大量の土砂と、製鉄における副産物であ

るスラグを混ぜ、浅瀬や干潟に再利用する技術が考えら

れています。私はこれに関する様々な実験データの分析

を行いました。使用した知識は基本的なものが多かった

のですが、土木、化学、数学など様々な分野の知識が必

要で、技術開発の大変さを感じました。

今回このインターンシップでは、貴重な体験をするこ

とが出来ました。まず東京ディズニーランド90個分もあ

る製鉄所内の広大な敷地を車で１周見学、説明していた

だきました。また、実験を行っている専門の機関に訪問

都市計画を知る

建設環境工学科4年 吉 田　奈 月

私は、長岡技術

科学大学に１週間、

いわき市役所に２

週間のインターン

シップを行いまし

た。

大学では、現代

ＧＰオープンキヤ

ンパスに参加という形で、 都市計画研究室にて先生の講

義やＮＰＯの講演を聞いたり、学部生や院生のゼミ発表

に参加したりしました。ここでは、演習課題として実際

のまちを採りあげ、持続可能なまちをめざす将来計画の

立案を中心に私たちは活動を行いました。大学の先輩達

は、一緒に現地調査を行ったり、計画立案の際はいろい

ろとアドバイスをしてくれたりと、都市計画についての

知識か浅い私たちに、 とても丁寧に教えてくれました。

何とか出来上がった計画案も最終日に発表し、担当の先

生方や研究室の皆さんに評価をもらうことができました。

自分では気づかなかった点や反省点を教えていただき、

し、直接実験を見

ることも出来まし

た。現場を生で見

ることができたの

は専門的な知識を

得るいい機会とな

りました。職場の

方々や高専の先輩

から聞くことがで

きた話はどれも、

今の自分にも将来

の自分にも非常に

ためになったと思

います。これから

自分がどうすべき

なのか、少しだけ

わかったような気

iｎtｅrｎshi ｐ

がします。このインターンシップでの経験すべてが、今

後の自分に活かせるよう、これからの高専生活を充実さ

せていきたいと思います。

とても有意義なインターンシップでした。

とても勉強になりま

した。

いわき市役所では、

都市計画課を中心に

都市整備課や公園緑

地課、総合交通対策

室で研修を行いまし

た。それぞれの係の

概要や仕事の内容などの説明を受け、現地見学としてい

ろいろな場所に連れて行ってもらいました。現地見学で

は、区画整理事業が行われている地域やラトブ、平競輪

場、アリオスなど普段は入れないような場所にも入るこ

とができました。

今回のインターンシップでは、大学で学ぶ都市計画と

実際の現場で行われる都市計画の違いを知ることができ

ま し た 。 お 世

話 に な っ た 皆

さ ん に感 謝 し、

こ の 夏 に 学 ん

だ こ と を 今 後

に 生 か し て い

き た い と 思 い

ま す 。
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1４

インターンシップを通して学んだこと

コミュニケーション情報学科4 年

木 田　 明日花

私は、８月18日から29日（実働10日）の間、アルパイ

ン株式会社いわき本社の品質保証部でインターンシップ

を行いました。

品質保証部門では、

顧客に満足していただ

ける品質の良い商品・

サービスを提供するこ

とをミッションにして

います。また、設計・

開発、工程・製造、市

場 一顧客の現場で品質

保証活動をしています。

今回。品質や顧客満

足に対する考え方や理

解を深めることなどを

研修の狙いとして行い

ました。インターンシッ

インターンシップ体験から学んだこと

コミュニケーション情報学科4 年

矢 吹　　 成

私は８月18 日 から26日 までの10 日 間、東京にある国立

社会教育実践研究センターにてインターンシップを行っ

て参りました。国立社会教育実践研究センターとは文部

科学省に属する国の機関であり、日本で実践されている

社会教育の実態を調査、研究する施設です。何故この職

場をインターンシップ先として選んだかというと、国家

公務員とはどのような仕事をしているかが知りたかった

からであります。

私のインターンシップ期間は、社会教育実践研究セン

ターで年に２回行われる社会教育主事講習の期間と重なっ

ていました。 社会教育主事講習とは、北は北海道、南は

沖縄県まで各都道府県から選ぱれた数名の人たちが１ヶ

月間通い詰めで行う講習会です。私の仕事は講習資料の

作成、社会教育主事講師データペースの作成など講習に

関するものが主でした。上記の業務以外にも実際に講義

に参加させて頂いたり、講習会の参加者の方たちの懇親

会のほうに参加させて頂いたりと、様々な方たちの興味

ﾌﾟの期間中に、品質保　： ・

証部門の業務内容､ 製　
汽 丿

品化プロセスを理解す

ることや､ 実際の業務qi

を体験することをしま　　4
r-､I

した。実際の業務を体

験するということで、

Ａ０１Ｗ一Ｙ Ｓ見学や、製品解析室でスピーカーの音の

歪の調査、ＮａｖｉやＡｕｄｉｏの不具合の確詔、ＩＣ

のはんだ除去など、貴重な体験をさせていただきました。

約２週間という短い期間に、今までにしたことのない

貴重な体験をすることができました。また、顧客を満足

させるために、製品の性能だけでなく、サービスやユー

ザーの暗黙の要望（ｎｅｅｄｓ）が重要であることや、

インターンシップを通じて出会った方 々からも多くのこ

とを学びました。そして、今回のインターンシップの期

間中に学校の授業などで学んだ部分の重要性や自分の勉

強不足などを強く感じました。

最後に、お忙しい中ご指導して下さった品質保証部門

の皆様に感謝するとともに、今回の貴重な体験を活かし

て、これからの残りの福島高専での生活や、今後の進路

のために一層励んでいき たいと考えています。

深い話を拝聴することができました。

満員電車での通勤など、確かに束京の環境はいわきと

はかけ緋れていました。しかし、職場の人たちはみな温

かく素敵な人たちばかりで国家公務員の方たちに抱いて

いたイメージが改まりました。また、全国が動くレベル

の大きなプロジェクトに少しでも関わることができたこ

と、職場の人たちの温かい指導のもと学べたことは私自

身の見識を深めると同時に、自信にもなりました。この

インターンシップでの新たな出会いや学びを忘れること

なく、日々精進の気持ちで勉学に励んでいきたいと思い

ま す 。

原子力発電所でのインターンシップを終えて

機械･ 電気システムエ学専攻1 年

小 川　 浩 史

私は東京電力の福島第二原子力発電所で研修活動を行っ

てきました。私はその原子力発電所がある富岡町出身で

す。そのため、幼い頃から原子力発電所は当たり前の存

在として生活してきました。原子力発電について、より

理解を深めたいと思い研修を希望し ました。

研修では、講義や施設の見学が中心でしたが、新入社

員の方と同じ内容の研修を受けたり、一般の見学者は入

れないような深層部まで見学することができ ました。疑

問に思った点があ れば、素人の私たちでも理解できるよ

うに、分かり易く丁寧に説明して下さいました。また、

年齢が近い若手社員の方や、福島高専卒の社員の方とも、

じっくりと話しをすることが出来ました。具体的な業務

内容や、仕事や寮生活の感想など、快く話していただき

ました。

｢原 子力発電｣ という言葉を聞いて、皆さんはどの様

なイメージを思い浮かべるでしょうか。マイナスなイメー

ジが思い浮かぶ方も多いと思います。確かに、福島第二

原子力発電所を管理している東京電力は、過去に不祥事

か発覚し、大きく信頼を損ねてしまいました。しかし、

今では信頼を取り戻すために、 徹底した再発防｢L策 や企

業風土改革に力を入れていました。 私は今回の研修を通

して、東京電力は不祥事を過去の教訓として、同じ過ち

を繰り返さないように力強く前進し始めていると感じま

した。

４週問という限られた研修期間ではありましたが、担

当して頂いた労務人事の方々をはじ

め、講師の方々、研修指導員の方々

など、お世話になった全ての人が、

本当に親切で丁寧に面倒を見てくだ

さいました。研修に行ってよかった

と思いました。本当にありがとうご

ざいました。

イ ン タ ー ン シ ッ プ を 終 え て

物質一環境システムエ学専攻1 年

折 笠　 匠

私はニッソー樹脂株式会社（小名r浜工場）で、４週間

のインターンシップを行いました。小名浜工場では、防

錆・防湿用乾燥剤、災害時用簡易トイレや脱酸素剤など

の製品を製造しています。乾燥剤は主に金属部品輸送時

の防錆のために用いられています。脱酸素剤は食品を長

持ちさせるために使われ、皆さんもよく目にし

ていると思います。

機能製品技術室において「原材料代替検討に

ついて」という実習テーマをいただき、乾燥剤

の原料である無水塩化カルシウムについて様々

な測定を行いました。学校で使ったことのない

機器もありましたが、担当の方に詳しく教えて

いただきました。また、工場内も原料から製品

が作られ、検査を終えて出荷される工程をすべ

て見学させていただきました。製造工程では、

私が想像していた以上に多くの機械が導入され

ていて、品質管理も非常に厳しく行われていた

ため驚きました。

私はこのインターンシップを通じて多くの経験を得ま

した。４週間もの長期間にわたって研修できたことはと

ても貴重な経験になったと思います。特に、製品開発が

どのように行われるのかを身をもって経験させていただ

くことができて、ほんとうに良かったと思います。

最後になりましたか、このたび大変お忙しい中長則間

のインターンシップを受け入れてくださったニッソー樹

脂㈱の皆様にはほんとうに感謝しています。ありがとう

ございました。
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インターンシップ報告 iｎtｅrｎshi ｐ ダ肺外寸･メガ との学生 捌安
｢ タ イ で の18 日 間｣　 建Ｓ ｌ 境工学科 ３年 家 子　 静

人生初海外…とても内容の濃い18 日 間でした。言葉、食べ物、習慣、市場、学

校、 寺院、政治elc …14 日問 のホームステイを通して、 ただの旅行では感じられ

ないリアルなタイを感じられたと思います。猛暑のなか１日中、空のこ]ツ　　　 、

プを持って座っていた乞食の小さな男の子がいたり、自分が

いかに恵まれているか考えさせられた18 日間でもありました。

出発前は不安だらけでしたが、ホストファミリーをはじめ、

たくさんの方々に助けてもらいながら、毎日がとても楽しい

18日間を過ごすことができました。

物質工学科４年
ｄ コ

i 二二l 田 貴 洋

自分はタイに行く前は正直不安要素だらけでした。もともと

友達から誘われてたのですが、急速その友達が行けなくなって

しまったり、前にインターンシップがあったため説明もまとも

に受けられませんでした。何より初めての海外だったので結構

緊張してました。でも実際タイに着いてみると毎日新しい発見

が楽しくてすぐに緊張は解けました。ホストファミリーの人た

ちはわかりやすい英語で接してくれたので楽にやり取りできま

した。表現力不足でまだまだ伝えられないこともたくさんあり

ますが本当に行ってよかったと感じてます！

ビジネスコミュニケーション学専攻科２年 冨 塚　 直 人

今回の交流において私には二つの目的がありました。 一つは観

光です。 タイの歴史ある建造物は造りが細かく綺麗なものが数多

くありました。タイの学生やホストファミリーに連れてってもら

い、彼らとの非常に良いコミュニケーションにもなりました。二

つ目は、タイの文化や生活を体験するという事です。夜はエアコ

ンがガンガン効いた部屋で眠り、通学には自動車の排気ガスで充

満した道路の中を窓全開のバスで学校に向かうなど、ホテル泊の

観光旅行では出来ないような貴重な体験をすることができました。

文字ではうまく書き表せませんか、この交流は続けていって欲し

いと思います。
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６ 週 間 の イ ン タ ー ン シ ッ プ

ビジネスコミュニケーション学専攻1 年

久 野　　 祐

千" で１　 私は８月Ｈ日から９

月19 日まで、国土交通

省東北地方整備局小名

浜港湾事務所でインター

ンシップを行いました。

私が配属されたのは

企画調整課で、ここで

は小名浜港の利用促進

をはかるため、自治体、

企業、地元の商業者だ

ちとの連絡調整を行っ

ています。そのほか小

名浜港を多くの人に認

知してもらうための広

報活動として、小中学校の生涯学習の受入れも行ってい

ます。

私は主に広報活動のお手伝いとして、８月24日に開催

されたおなはま海遊祭

で､ 小名浜港の情報ニー

ズを探るためのアンケー

ト調査を行いました。

インターンシップ後も

調査結果をもとに、小

名浜をより良い港にするにはどうすればよいのかを考え

ていけたらと思っています。

またインターンシップ中は、アクアマリンふくしまや

いわき・ら・ら・ミュウに広報活動にヒアリングに行く

こともできました。観光スポットの広報という、めった

に聞けない話を聞けたのは意義深いことなので、これを

今後の勉学などに活かせたらと考えています。

インターンシップ中は、事務所の方々が私を所員と同

様に対応してくれましたので、とても働きやすい環境で

業務を行うことができました。また、お昼休みに事務所

の皆さんとやった野球の練習がよい思い出として残って

います。最初は長いと感じていた６週間も、小名浜港湾

事務所ではあっという間に過ぎていった気がします。

事務所の方々ならびに先生方、６週間ありがとうござ

いました。今回のインターンシップを糧に、私は自身の

研究や就職活動をがんばっていきます。
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１日体験入学を終えて

今年度で14回目を迎えた１日体験入学は、昨年度

とほぼ同時期、８月８日(金)、９日(土)の１日半で

実施しました。例年通り、午前中はいわき地区を、

初日の午後はいわき地区以外を対象としました。初

日は猛暑の中の実施となりましたが、大きな問題も

なく、例年通りの日程で、計画通り実施することが

できました。

皿 遥11皿ll 皿

8:00 ～8:20

里Ξ皿iaF

受　　　 付

j 謳 皿 菌

12:30～12:50

8:20 ～8:50 開　 校　 式 12:50～13:20

9:00 ～11:55 デ モ 実験見学 13:30～16:25

12:00～12:10 閉　 校　 式 16:30～16:40

ここ数年の参加者数は、15年度700名、16年度611

名、17年度838名、18年度781名そして19年度687名と

減少傾向、今年度は、昨年度と同数の687名でした。

中学生は27名減少、一方、保護者が30名増加、特に

いわき地区では保護者が40名の増加、保護者の熱心

さがうかがわれます。

l琵麗 顕ｌ 1･ 否「 ・ 夕口 惣l ●・St.蓄fl - ●

い わ き 地 区 342 24 109 475

い わき地区以外 122 ４ 86 ２１２

合　　　　 計 464 28 195 687

今年度の各学科のデモ実験のテーマと内容を紹介

します。

● 機械 工学科

“君のモノづくりが世界を変える”というテーマ

で、●学科紹介ＤＶＤ ＠身近にあるモノでロボット

入学者対策専門部会長　 森　 川 治

を作ろう　＠ライントレーサーで遊ぼう　ｅ 「市民

に役立つモノづくり　のデモ実験が行われました。

●電気工学科

“ふれてみよう電子情報の世界”というテーマで、

０ センサ万別？な、アイディア回路をプロデュース

＠磁気浮上テクノロジーで 「クリーン」と「省エネ」

に挑戦 のデモ実験が行われました。

- ｊ

●

● 物質 工学 科 ……………………… … ……………●

“化学への招待 一物質工学科の実験を観て、そし

て体験してみようー”というテーマで、●ホタルの

光を作つてみよう　＠液体の性質について謨べてみ

よう　＠いろいろな色の炎を作つてみよう　のデモ

実験が行われました。

一 一

－－
　
　
　
　

－「

ご 戸|

１

●建設環境工学科 ……… 一 一 一 一 一 一 --- 一一 一一‥- 一一一一 ●

“環境にやさしい建設技術”というテーマで、

０ 「地震から街（まち）を守るには？」 ＠「こん

なまちに住みたいな」 のデモ実験が行われました。

●コミュニケーション情報学科 -●

“Ｒｅａｃｈ Ｙｏｕｒ Ｄrｅａｍs! ” と い う テ ー マ の 下 、

０ 学 科 紹 介 ビ デ オ ＠ 英 語 劇 ＠ 経 営 情 報 つ て な に

が 行 わ れ ま し た 。

○交流コーナー

“本校からのメッセージ”ということで、０ 学校

紹介コーナー ＠入試相談コーナー ＠休憩コーナー

を準備し､ 休憩時間などに自由に見学したり相談でき

るようにしました。また昨年同様、知能ロボット､ デ

ザコンの実演コーナーも設け､ 楽しんでもらいました。

実施後、アンケート（回答数 中学生399、引率者

140）を採りました。非常に好評でした。ただし、環

境の美化にもっと配慮すべきであるという貴重な助

言を頂きました。アンケートの主な項目を挙げます。

１。見学時間について

-i 画廬

短　　　 い

･ 皿 ・

13.3％

･a

4.3%

,
遍 ●1●･

10.9%

ち よう ど良 い 73.4％ 83.6％ 76.1％

長　　　 い 12.3％ 8.6％ 11.3％

無　 圓　 答 1.0％ 3.5％ 1.7％

暑さのためか、「長い」と感じた参加者が、例年よ

り多いようです。しかし、大部分の参加者は、適度

な長さと感じられています。

２。どの学科が良かったですか？ （複数回答）

蜀罷事･ 驚薫疆I- 疆 '冒 四 圃 覆

機 械 工 学 科 52､1％ 52.1％ 51.9％

電 気 工 学 科 42.9％ 47.9％ 44.2％

物 質 工 学 科 71.7％ 60.0％ 68.6％

建 設 環 境 工 学 科 29.3％ 35.7％ 31.0％

コ ミ 情 報 学 科 39､6％ 46.4％ 41.4％

無　　 回　　 答 〇％ O％ O％

全般的に好評だったようですが、物質工学科およ

び機械工学科か抜き出ていたようです。

３ 。志望校を選ぶ場合の条件は何ですか（複数回答）

1瀞 、… ……｡j●11 jj-S 似● alliii gS ●dgl

専　 門　 的　 教　 育 59.6％ 52.1％ 60.5％

就 職 率 の 高 さ 44.9％ 55.7％ 52.5％

学 校 の 雰 囲 気 47.6％ 46.4％ 45.4％

進　 学　 の　 実　 績 45.9％ 55.7％ 44.6％

部 活 ・ ク ラ ブ 活 動 27.8％ 7.9％ 21.6％

通 学 か 便 利 か 21.3％ 10.0％ 18.2％

学　　　　　　 費 13.8％ 20.7％ 15.1％

寮　 の　 有　 無 9.5％ 18.6％ 11.7％

生　 活　 指　 導 12.3％ 0.7％ 6.7％

昨 年度より取り入れたアンヶ ―卜 項目です。昨年

同様、「専門的教育」「就職の実績」「学校の雰囲気」

「進学の実績」が重要視されています。また、「部活・

クラブ活動」を除いて中学生と引率者に殆ど差はな

いと言えます。

準備から実施まで多くの方々にご協力いただき、

厚くお礼申し上げます。
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握り起 こせ！ 未 知 なる能 力

第19回全国高等専門学校プログラミ

一 一 一 一 一 一 一

1グコンテズト ○
生の活躍 －クラブ活動等の結果-

高専体育大会の結果

・ 卓球（男子）

団体戦

シングルス

ダブルス

・ 卓球（女子）

シングルス
μ

μ

一東北地区大会－　一関大会

・ 陸上競技（男子）

学校対抗 ・

100ｍ

800ｍ

1500ｍ

5000ｍ

110ｍＨ

3000ｎ1S Ｃ

4×100mR
4×400mR

走幅跳

三段跳

砲丸投

円盤投

やり投
・陸上競技

学校対抗

100ｍ

800ｍ
4×100 ｍＲ

走高跳

走幅跳

円盤投

稲場豊由季 （５Ｅ）

伊藤　 良 （４Ｍ）

坂本　貴史 （４Ｅ）

山崎　翔太 （５Ｋ）

星　 尚之 （４１）

坂本　貴史 （４Ｅ）

鵜名山　 俊（３Ｃ）

中村・稲場・佐藤・星

安島・伊藤・星・稲場

佐藤　義剛 （３Ｍ）

稲場豊由季 （５Ｅ）

佐藤　義剛 （３Ｍ）

大部　晋作

星　　尚之

吉田　　出

高萩
宮川

(女子)

滋光

智行

( ４ Ｍ)

( ４ １)

( ２ Ｅ) Ｉ

( ３ Ｍ)

( ５ Ｅ)

久保田有希 （５Ｃ）

久保田有希 （５Ｃ）

永久保・久保田

小野・河原田

河原田あさ美（５１）

河原田あさ美（５１）

松原　若菜 （１Ｃ）

・バスケットボール（男子）…………

■バスケットボール（女子）

3
1
2
1
2
2
3
1
2
2
3
1
3

優

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第２

第１

第２

第１

第２

第２

第１

第

第

第

第

第

1

2

3

2

3

勝
位

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

位

位

位

位

位

位

位

位

第３位

ダブルス

・ テニ ス

団体戦

水野

丹野

水野

西山

小野

安島

小野

安島

猪狩

安島
(男子)

シングルス

ダブルス

X7

武田

小堺

武田

小池

大平

小堺

潤樹

淳

潤樹

綾香

緑

真理

緑

真理

美咲

恵理

章宏

健生

章宏

亮輔

隆裕

健生

第 ２ 位

(４Ｋ) 第３位
(３Ｋ)
(３Ｋ) 第３位

(５Ｋ) 第１位
(２Ｋ) 第２位

(２１) 第３位
(２Ｋ)
(２１) 第１位
(２Ｃ)
(２１) 第２位

(２Ｋ)

(３Ｃ)

(２Ｋ)

(４Ｍ)

(４Ｅ)

第３位

第１位

第３位

第１位

（３Ｃ） 第２位

団体戦

シングルス

ダブルス

X7

・剣道（男子）

個人戦
・バドミントン

団体戦

シングルス

ダブルス

海野

馬上

四家

馬上

海野

横田

沙織

春菜

彩渚

春菜

沙織

愛梨

(４Ｃ)

(５１)

(４Ｃ)

(５１)

(４Ｃ)

第１位

第３位

第３位

第１位

（３Ｃ） 第２位

三浦　慎平（４Ｅ） 第２位

（男子）

小松

比佐

伊藤

祐城

光一

勲信

第

一福島大会－

・ ソフトテニス （男子）

団体戦
・ 柔道

個人戦

１

位

(４Ｅ) 第１位
(４Ｅ)
(３Ｋ) 第３位

（女子）

（48kg級）中藤 夏海（１Ｍ）

第３位

第１位



・ サッカー

・ 水泳 （男子）

学校対抗

100m 自由形

200m 自由形

800m 自由形

100m 平泳ぎ

200m 平泳ぎ

200m 背泳ぎ

400mﾒ ﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ

400m リレー

800m リレー
・ 水泳（女子）

学校対抗

100m 自由形
100m 平泳ぎ
200m平泳ぎ
50m 背泳ぎ
200mﾒ ﾄﾞﾚづﾚｰ
400mリレー

一全国大会－

第2 位

優

藁谷　庄平（４Ｍ） 第１

蛭田　昌孝（４Ｍ） 第３

蛭田　昌孝（４Ｍ） 第１

藁谷　庄平（４Ｍ） 第１

勝
位
位
位
位

浅田紳太郎（４Ｍ） 第２位

浅田紳太郎（４Ｍ） 第１位

若松　大介（２Ｅ） 第３位

蛭田・浅田・山口・藁谷 第１位

藁谷･蛭田･西関木・山口第１位

藁谷･蛭田･西間木・山口第１位

大原　 早樹 （５Ｋ）

第 ２

第 １

高橋　奈々（２１） 第２

高橋　奈々（２１） 第１

位

位

位

圖陸上競技（男子）

函館高専（函館市千代台公園陸上競技場）

学校対抗

100ｍ

800ｍ

1500ｍ

5000ｍ
110ｍＨ

4×100n1R
4×400n1R
三段跳

砲丸投
円盤投

やり投
●陸上競技

100ｍ
800ｍ

稲 場豊 由 季 （５Ｅ）

伊 藤　 良 （４Ｍ）

坂 本　 貴 史 （４Ｅ）

山峙　 翔 太 （５Ｋ ）

星　　 尚 之 （４ １）

中村・稲場・佐藤・星

安島・伊藤・星・稲場

佐 藤　 義 剛 （３Ｍ ）

大 洋　 晋 作 （４Ｍ ）

星　 尚 之 （４ １）

高 萩　 滋 光 （３Ｍ ）

吉 田　　 出 （２Ｅ ）

宮 川　 智 行 （５Ｅ）

(女子)

久保田有希

久保田有希

５Ｃ

５Ｃ

第 ９位

予選敗退

予選敗退

予選敗退

第 ５位

予選敗退

第 ４位

第 ５位

第 ３位

予選敗退

第 ７位

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

・ 卓 球 （女子）

釧路 高 専 （釧路 市厚 生年金 体 育 館）．

シ ング ルス　　 小野　 緑 （２Ｋ ） 第 ２位

7y　　　　　　　　　西山　 綾 香 （５Ｋ ） 予選敗退

ダ ブル ス　　　 小野　 緑 （２Ｋ ）（

安島　 真 理 （２１） 第 １位
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ダブルス　　　 猪狩　 美咲（２Ｃ）（

安島　恵理（２１） 第２位

・ テニス（男子）

旭川高専（花咲スポーツ公園テニスコート）

シングルス

ダブルス

武田

( 昔

●テニス（女子）

1葱Ｓ？ ゛゙ ゛

ダ ブ ル ス

章宏 （２Ｋ） 一回戦敗退

章宏 （２Ｋ）

亮輔 （４Ｍ） 一目嫌退

隆裕 （４Ｅ）

健生 （３Ｃ） ベスト８

四家　彩渚尉 。

( 海野　沙織
Ｈ Ｈ

(４Ｃ)

(５１) 第１位

(４Ｃ)

(３Ｃ) 一面敗退

・ 剣道（男子）

釧路高専（釧路高専第一体育館）

個人戦　　　　 三浦　慎平（４Ｅ）

■バドミントン（男子）

函館高専（函館市民体育館）

団体戦

シングルス

・ 柔道 （女子）

一隅Ｈ

一面 辰

い松　祐城 （４Ｅ） ペスト８

函館高専 （函館高専第一体育館）

個人戦（48kg 級） 中藤　夏海（１Ｍ）

・ 水泳

第３位

苫小牧高専（野幌総合運動公園温水プ ール）

学校対抗
(男子)

100m 自由形

200m 自由形
800m 自由形
100m 平泳ぎ
200m 平泳ぎ
200m 背泳ぎ
400mﾒ ﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
400mリレー
(女子)

100m 自由形
100m 平泳ぎ
50m 背泳ぎ
400mリレー

優　勝

藁谷　庄平 （４Ｍ） 第２位

蛭田　昌孝 （４Ｍ） 予選敗退

蛭田　昌孝 （４Ｍ） 第６位

藁谷　庄平 （４Ｍ） 第２位

浅田紳太郎（４Ｍ） 第１位

浅田紳太郎（４Ｍ） 第１位

若松　大介（２Ｅ） 予選敗退

蛭田・浅田・山口・藁谷 第３位

藁谷･ 西間木･山口･ 蛭田第２位

大原　早樹

高橋　奈々
大原　早樹

大原　早樹

(東北選抜)

（ ５

（ ２

（ ５

（ ５

Ｋ ）

Ｉ ）

Ｋ ）

Ｋ ）

第２

第３

第１

第１

位

位

位

位

高橋　奈々（２１） 第３位

（東北・北海道選抜）

高等学校体育大会等の結果

Ｏ第54回福島県高等学校体育大会　県大会

・陸上競技

【男子】
三段跳　　　　 佐藤　義剛（３Ｍ） 第６位

（東北大会出場）
・バスケットボール
男子団体

■バレーボール
男子

・ ソフトテニス

男 子 団 体

・ テ ニ ス

【男 子 】

団体戦
シングルス

ダブルス

【女子 】

団体 戦　・

・ 卓 球

【男 子】

学校 対抗

シングルス

ダブルス

【女 子 】

学 校 対 抗

シングルス

μ

μ

ダブルス

■バドミントン

【男子】

学校対抗
シングルス

ダブルス

【女子 】

学 校対 抗

・ 空手道

小堺

武田

小堺

菅野

片岡

武田

吉田

石井

永井

渡辺

小野

猪狩
安島

小野

小野

安島

伊藤

志賀

伊藤

佐藤
星野

志賀

健生

章宏

健生

晃司

智

章宏

圭佑

侑希

一喜

大樹

1回聡 退

3鴎 帰

1回 腿

・ ベスト８

（３ Ｃ ） ２剛脱退

（２Ｋ ） １回丿鰍 退

（３ Ｃ ）

（２ １） ２回戦敗退

（３ Ｅ ）

（２Ｋ ） ２回戦敗退

(３Ｃ)

(２Ｋ)

(２Ｍ)

2医 隨

第 ３位

ベスト32

ベスト32

（２Ｋ ） ベスト８

ベスト８

緑 （２Ｋ ） 第 ３位

（全国 大 会出場 ）

美咲

真理

仁美

緑

真理

勲信

匠

勲信
一貴

佑一

匠

（２Ｃ） ベスト32

（21 ） ベスト32

（11 ） ベスト３２

（２Ｋ）

（２１） 第６位

（束北大会出場）

（ ３

（ １

Ｋ ）

Ｍ ）

2鴎U
3踊H
2鴎鵬

３ Ｋ ）

２ Ｅ ） ２回ll敗退

２ Ｍ ）

Ｉ Ｍ ） ２哺 韻

‥‥‥‥‥2 回戦敗退

男子団体組手…………………… 予選リーグ3僥

男子個人組手
μ

μ

男子個人型
μ

が

・水泳

【男子】

50nl自由形

100m自由形

200m自由形

400m自由形

200m平泳ぎ

100m背泳ぎ

200n1背泳ぎ

200m バタフライ

200m個人メドレー

400m個人メドレー

400mリレー

800mリレー

角田

会田

洲崎
角田

会田

洲崎

幸司

崇人

翔太

幸司

崇人

翔太

吉田　周平

坂本　龍一
坂本　龍一

西間木悠輔

西間木悠輔

矢羽々寛和

若松　大介

鈴木　達也

若松　大介

鈴木　達也

星　　丈弘
山口　修平

山口　修平

永久保祐樹

ｉ

ｉ

ト

ー

Ｉ

Ｉ

Ｉ

’
Ｉ

″
Ｉ

Ｉ

ト

ー

４

４

400mメドレーリレー

【女子】

（ ２

（ １

（ １

（ ２

（ １

（ １

（ １

（ ３

（ ３

（ ２

（ ２

（ １

（ ２

（ ３

（ ２

（ ３

（ ２

（ １

（ １

（ ３

Ｏ

Ｍ ）

Ｉ ）

Ｏ

Ｍ ）

Ｉ ）

Ｍ ）

Ｍ ）

Ｍ ）

Ｍ ）

Ｍ ）

Ｍ ）

Ｅ ）

Ｉ ）

Ｅ ）

Ｉ ）

Ｋ ）

Ｋ ）

Ｋ ）

Ｉ ）

1回聡 退

1回聡 退

１Ｈ Ｈ

２Ｈ Ｈ

１醐 回

1脂 回

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

200m自由形　　 猪狩あゆみ（２Ｍ） 予選敗退

100m平泳ぎ　　 高橋　奈々（２１） 予選敗退

200m平泳ぎ　　 高橋　奈々（２１） 予選敗退

100mバタフライ 猪狩あゆみ（２Ｍ） 予選敗退

Ｏ第61回東北学生陸上競技選手権大会

男子5000m　　 山崎　翔太（５Ｋ） 第12位

男子10000m　　 山崎　翔太（５Ｋ） 第13位

○第63回東北高等学校陸上競技大会

【男子】

男子三段跳　　 佐藤　義剛（３Ｍ） 第15位

○第62回東北高等学校卓球選手権大会

【女子】

シングルス　　 小野　　緑（２Ｋ） １回戦敗退

ダブルス　　　 小野　 緑（２Ｋ）（

安島　真理（２１） ２醐敗退

○第77回全国高等学校卓球選手権大会

【女子】

シングルス

小野　　緑 （２Ｋ ）

１賄 観
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○第61回福島県総合体育大会　県大会

・ 陸上競技

【男子】

4×400mR

【女子】
三段跳

■バレーボール
男子
・ テ ニ ス

【男 子 １部 】

シ ン グ ル ス

ダブルス

【男 子 ｎ 部 】

シ ン グ ル ス

ダ ブ ル ス

【女 子 １部 】

シ ン グ ル ス

ダ ブ ル ス

【女 子 Ｈ 部 】

シ ン グ ル ス

ダ ブ ル ス

■ 卓 球

【少 年 男 子 】

団体 ……

シングルス
μ

μ

μ

μ

安島・伊藤・星・稲場 第５位

河原田あさ美（５１） 第８位

武田

片岡
武田

菅野

小堺

片岡

1踊 回

章宏

智

章宏

晃司

健生

智

矢吹　裕弥

佐藤　正隆

小竹森可廉

小林　将大

片岡　　智

塚本

横田

塚本

吉田

岩崎

( 吉田

岩崎

垂1

ｔ

－  

－

－ ■ ■

－

吉田

永井
内田

渡辺

佐藤

仁美

愛梨

仁美

美香

真歩

美香

真歩

圭佑

一喜

権一

大樹

勇人

（２Ｋ ） ベスト16

（3E ）2 回I朧 退

（２Ｋ ）

（２ １） ベスト１６

（３ Ｃ ）

（３ Ｅ ） ２醐 敗退

（１ １ ） 旧 微敗退

（１ Ｃ ）

（１ １ ） １回戦敗退

（１ Ｃ ）

（ ３Ｅ ） １回戦敗退

（ ２ １） ２囲 観

（３ Ｃ ）

（２ １） １回戦敗退

（ １

（ １

（ １

（ １

（ ３

（ ２

（ ２

（ ２

（ １

C ）1 回戦敗退

Ｃ ）1 回戦敗退

Ｃ ）

０　 １回戦敗退

Ｏ

Ｍ ）

Ｏ

Ｋ ）

Ｋ ）

第 ３位

ベスト32

ベスト32

ペスト32

ペスト32

ベスト32

124

Ｉ

ｉ
Ｉ

ふ『

。

1
4
1
1

ａ

Ｉ

４

４

４

４

・

【少 年 女 子 】

団体

シングルス
μ

μ

μ

μ

小野

猪狩

小野

安島

安島
・ バドンミントン

【男子】

シングルス

ダブルス

・ 水 泳

【一 般 男 子 】

50m 自 由 形

100m 自 由 形

μ

μ

5()ｍ平泳ぎ

100m 平泳ぎ

50m 背泳ぎ
が

μ

100m 背泳ぎ
50m バタフライ

μ

μ

緑

美咲

仁美
真理

恵理

(２

(２

( １

(２

(２

Ｋ ）

Ｏ

Ｉ ）

Ｉ ）

Ｉ ）

伊藤　勲信 （３Ｋ）

佐藤　一貴 （２Ｅ）

伊藤　勲信 （３Ｋ）

湯本高校選手

星野　佑一 （２Ｍ）

佐藤　一貴（２Ｍ）

志賀　　 匠（１Ｍ）

好間高校選手

浅田紳太郎

加地　孝之

蛭田　昌孝

加地　孝之

二瓶　元気

浅田紳太郎

植田　耕平

浅田紳太郎

植田　耕平

浅田紳太郎

二瓶　元気

五十嵐大輝

蛭田　昌孝

蛭田　昌孝

浅田紳太郎

植田　耕平

100m バタフライ 大金　裕哉

200m個人メドレー 五十嵐大輝

【一般女子】

(４Ｍ)

(４Ｋ)

(４Ｍ)

(４Ｋ)

(専２)

(４Ｍ)

(４Ｋ)

(４Ｍ)

(４Ｋ)

(４Ｍ)

(専２)

(４Ｅ)

(４Ｍ)

(４Ｍ)

(４Ｍ)

(４Ｋ)

(４Ｍ)

(４Ｅ)

準 優 勝

ペスト32

ペスト32

ベ スト32

ベ スト32

ベ スト32

2囲H
2囲冊

2囲 観

2回腫 退

2鴉 Ｕ

第１

第３

第１

第２

第３

第１

第２

第１

第 ２

第１

第 ２

第 ３

第 １

第１

第２

第３

第１

第１

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

位

50m 背泳ぎ　　 大原　早樹（５Ｋ） 第１位

○全日本卓球選手権大会　福島県予選会

【女子】ジュニア
シ ン グル ス

【女子 】 一般

シ ン グル ス

安島　真理 （２１） 第 ３位

（全 国 大会 出場）

西山　綾香（５Ｋ） 第３位

（全国大会出場）

､心£ 丿 二2J.､. こ
- , - & ㎞ ･ ･ ＝ = ･ ･ ･ - ･ ・

Ｘ

各種大会等の結果
個人戦

._.: ＿･..X,...;..,.! χ・･l レ･

Ｆ

｀■吹 奏楽 部

第46 回 福島県 吹 奏楽 コン クー ル

金賞（県代 表）

第50 回東北吹 奏 楽コ ンク ール

銀賞（第 ２位）

・ 将 棋部

第44 回全国 高校 将棋 選手 権大 会 福島県 大 会

団体 戦　　　　　　　　　　　　　 第 ４ 位

個人 戦　　　　 博多　 大 樹 （２Ｅ ）

ベ スト16

μ　　　　　　　　　　　渡 辺　 亮 （２Ｅ ）

予 選敗 退

第20 回全国 高等 学 校将棋 竜 王戦 福島県 大 会

個人 戦　　　　 博多　 大樹 （２Ｅ ）

１回 戦敗 退

夕y　　　　　　　　　　　長 谷川　 涼 （２Ｅ ）

１回 戦敗 退

μ　　　　　　　　　　　渡 辺　 亮 （２Ｅ ）

１回 戦敗 退

μ　　　　　　　　　　　大 竹　 剛史 （２Ｋ ）

２回 戦敗 退

X7　　　　　　　　　　　関根　 大 樹 （２Ｋ ）

２回戦 敗退

夕7　　　　　　　　　　　永井　 駿 （２ １）

２回戦 敗退

μ　　　　　　　　　　　猪狩　 直 也 （１Ｃ ）

ベスト16

１

浦住 僚（１Ｃ）

１回戦敗退

芳賀　正幸（１Ｃ）

２回戦敗退

第15回全国高等学校将棋大会

団体 ………
個人戦

μ

１回戦敗退

國分　啓徳（５Ｅ）

大竹　剛史（２Ｋ）

関根　大樹（２Ｋ）

永井　 駿（２１）

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

・全日本学生ソーラーカー＆
ＦＣカーチャンピオンシップ

HSFC ・WSR

HSFC クラス

■分子生物学愛好会

第20回知能ロボットコンテスト2008

チャレンジコース

・堀越くまさんペンタくんＡ

ロボット名「ポチ」

総合15位
第３位

準優勝

(メカトロで遊ぶ会賞)

舟木　理恵（２Ｃ）

志賀　 諭（２Ｃ）

・堀越くまさんペンタくんＢ

ロボット名「たま」　　　　 一次予選敗退

平渾　英里（２Ｃ）

小野 弘未（２Ｃ）
・ 写真部

・いわき地区高等学校写真連盟写真撮影会

参加

日立方面（国営ひたち海浜公園・

ね公園）

・諏訪神社桜撮影会

・フラワーセンター撮影会

・大道芸撮影会

・阿弥陀堂撮影会

・束北地区体育大会撮影

・日光束照宮とその周辺の滝撮影会

・茶華道部

いわき学校茶道連盟

第25回合同発表会

・ サイクリング部

・春季サイクルツーリング

・裏磐梯（白布峠）クラブラン

・夏季サイクルツーリング

日立かみ

実施

実施

実施

実施

実施

実施

・第52回全国サイクリング大会in福島

・第44回東北ｻｲｸﾘﾝﾀﾞﾌﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙin福島

参加

実施

実施

実施
参加

参加
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８月24日（日）に北海道立野幌総合運動公園温

水プールで開催された第43同全国高等専門学校

体育大会ならびに第14回全国高等専門学校水泳

競技大会で、本校水泳部は総合優勝を勝ち取る

ことができました。現地で応援頂いた加藤事務

部長を始めとして、ご声援・ご支援頂いた皆様

方に改めて御礼申し［ごげます。

この大会は、男子13種目・女子４種目の予選

と決勝（十女子リレー１種目）を１日（約７峙

問）で行うもので、種目間が短く、私が知る限

りでは世界一過酷な競泳の大会だと思います。

本校の選手も泳ぎ終って表彰されて、そのまま

次の種目のスタート台へ向かうようなこともあ

りました。

ただでさえ速い進行がさらに加速されてレー

スが進み、最終種目の男子400mリレー開始前の

点数は、神戸市立高専73点、本校66点。リレー

の結果は…、本校が２位で14点、神戸が６位で

６点。１点差での劇的な逆転勝利となりました。

過酷な試合運びの中で誰一人順位を落としても

優勝できなかったはずですから、力泳した選手。

それを細かな指示なしでも自律的に支援できた

マネージャーや補欠の者達、盆休み期間中もほ

ぼ無休で指導をして頂いた金憚弘孝コーチ等々、

チーム全体の総合力の勝利だと確信しています。

全員の活躍が今も鮮明に記憶に残っています

が、中でも特に印象的だったのは、建設環境工

水泳部指導教員　 松 本 匡 以

学科５年 大原早樹の女子50m背泳ぎの大会記録

を含む５連覇と、本校入学後に水泳を始めた機

械工学科４年 浅田紳太郎が男子100m・200m平

泳ぎで全国の頂点を極めたことでしょうか。

今回は、平成17年度に続いての２度目の優勝

（18、19年度は２位に甘んじました）でしたの

で、前回の勝利がまぐれや偶然ではないことを

示せたと思います。来年度は連覇を目指し、本

物の強さを備えたチームにしたいと考えていま

す。

競泳の大会では、優勝したチームがプールに

落ちる（落とされる）慣習があるようですが、

タイトルはその直前に金渾コーチが発した言葉

です。私もプールの中で、しみじみその通りだ

と思いました。

Ｉ

Ｉ

,ｑr･rll.?, 鱈 μ･ ．

勿 卵 怜 粉 ’

吹奏楽部の活動で、学内のみなさんに最も知

られている場面は、入学式、卒業式での生演奏

でしょう。学生の皆さん、初々しい入学式のと

き、壇の横で演奏していたバンドが、私たち吹

奏楽部です。

部員の立場から、最も盛り上がる活動といえ

ば、夏休み前後に行われる吹奏楽コンクールと、

Ｈ月の定期演奏会でしょう。吹奏楽コンクール

は課題曲と自由曲の２曲、わずか12分の間にバ

ンドとしての力量が試されます。このコンクー

ルで、福島高専吹奏楽部は30年連続して、東北

大会に出場しています。もう一方の定期演奏会

も今年で30回を迎え、この節目の年に会場も新

装されたアリオスとなりました。毎年多くの方々

に支えられ、たくさんの方々に観覧頂いている

演奏会です。約二時間のステージを楽しんでも

らえるよう、部員たちは演奏の練習から、構成、

演出、パンフレットまで念入りに準備をして本

↓

吹奏楽部指導教員　 鴨 下 祐 也

番に臨んでいます。

顧問の立場から最も重要なことと言えば、う

やうやしく頂いた金賞カップを翌年ひっそりと

大会本部に返しに行くこと‥ではなくて、コン

クールや演奏会の運営、部員の活動に事故やけ

がが無く、のびのびと楽しく活動できる環境を

整え、陰ながら応援することではないか、と思っ

ております。
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衷政地区衷会

指導教員 物質工学科　 天　 野　 仁　 司

10月19 日（日）に仙台電波高専体育館において高専ロボットコンテ

スト東北地区大会が行われ、本校から２チーム（指導教員：機械工

学科 鈴木茂和、物質工学科 天野仁司）が参加しました。今年の課

ll
題は［生命大進化］で、多足歩行ロボットがハードルを越え、二足

|| 歩行ロボットに進化してゴールするもので、初めての足を使った移
H

動手段によるレースです。

１　 本校では、本来の「歩行」というテーマを、足の動きや重心の移

： 動などの機構で機械的及び電気的に実現することを目標とし、真正

1.　
面から取り組みました。Ａチームはアクシデントからのりトライに Ｂチームの二足マシン

,、手間取り、一回戦で敗退しましたが「シカ」の多足歩行ロボットが評価され、特別賞（東京エレクトロンFE ）を受賞

､l　しました。Ｂチームは「フタバスズキリュウ」を模した、重心移動とエアーシリンダーを使ったダイナミックな動きの

…

…

ｊ

‥い
Ｉ

？

’ａ

…

…

・
］心

ｙ
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巨大な多足歩行ロボットと、「白虎隊士」を模した二足歩行マシンを２個のモーターだけで軽やかに疾走させるという、

機械と電気制御の融合した人間味あるロボットを製作しました。しかし、本戦では不可抗力ともいえる不注意と、重大

な外部要因のため、動作させることができず、二回戦で敗退しました。なお、この二足歩行マシンは、アイデア披露と

エキシビションでは、人間的な動きの二足歩行を披露し、会場から「お一」という感嘆の声を得ることができました。

今回学生たちは、勝つためだけのマシンではなく、技術とアイデアを重視して、課題の達成に妥協しないマシンを製

作しました。そのため練習時間が足りず、スムーズな操縦はできませんでしたが、大会までにマシンを完成させたこと

は事実です。ところが、Ｂチームにおいては、本戦でスタートできないという事態になりました。学生の名r誉のために

代弁します。これは学生の責任ではありません。彼ら（彼女ら）はテストランまで問題なく動いていたマシンを最後ま

で諦めずに動かそうとしました。しかし、それ以前の別の要因で動かすことができない状態であったのです。それまで

の真摯な取り組みと努力を見てきた私たち指導教員としては、遺憾と言う以外にありません。

Ａチームの多足マシン

Ｂチ ームの多足マシン Ａチームの二足マシン ピットの様子
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京 都 大 学 エ ネ ル ギ ー理 工 学 研 究 所 と 学 術 連 携 協 定 を 締 結

第二回京大エネルギー理工学研究所・福島高専連携講演会も開催

「京都大学エネルギー理工学研究所と福島工業高等専門学校との学術交流に関する協定調印式」を平成20年5月19日

（月）にいわき産業創造館（LATOV）で執り行いました。

化石燃料利用等で地球温暖化が問題視される中、日本が直面する環境問題やエネルギー問題の解決策として、原 ‾「

力の利用は極めて重要になってきています。しかしながら、団塊の世代の大量停年退職問題などで原子力関連の知識

人材が枯渇しつつあり。原子力人材育成は日本の喫緊の課題となっています。

そのような背景から、昨年度より経済産業省と文部科学省で「原子力人材育成プログラム」が開始され、本校もこ

のプログラムに応募し採択されました。これまでの京都大学エネルギー理工学研究所との教員同士の協力関係が実を

結び、この度、エネルギーおよび環境に関する学術交流において連携協力の合意に至りました。協定内容は①研究協

力、②研究設備の相互利用、③人材育成、④シンポジウムの開催、⑤情報交換などが盛り込まれ、今後は福島高専か

ら京都大学へのインターンシップ学生の派遣、教員の研究協力。合同シンポジウムの開

催等で、真に実のあるものになるよう連携活動を深めていく考えです。

調印式後にはエネルギーをテーマとした福島高専地域フォーラムの一一貫として「第二

回京都大学エネルギー理工学研究所・福島工業高等専門学校連携講演会」を開催しまし

た。講師には京都大学エネルギー理工学研究所木村晃彦教授、八戸工業大学阿部勝憲教

授、東京電力㈱福島第二原子力発電所永名修平副所長。福島高専佐東信司副校長の４名

を迎え、記念講演会を行いました。当日は一般市民 一本校教職員・学生など65名が聴講

し、熱気ある質疑応答が行われました。 右: 京都大学エネル ギー理工学研究所

尾形 幸生 所長

左: 福 島高 専奈 良宏一 校長

/ ご ‾へ

６ 耶

k'~_/ ゛゙

第20回知能ロボットコンテス

ト2008 チャレンジコースにお

いて、福島高専・分子生物学

愛好会のチームが準優勝

去る6月21 日(土)、

22 口(日) に 仙台市科

学館で行われた第20

回 知能ロボットコン

テスト2008( 主催：

ロボット競技実行委

員会・メカトロで遊

ぶ会・(社)日本ロボッ

卜学会） において、本校の分子生物学愛好会のチーム

「堀越くまさんペンタくんA」、マシン名「ポチ」（物質工

学科２年 舟木理恵、志賀諭、指導：物質工学科教員 天

野仁司）が、チャレンジコース（参加登録81チ ーム）に

おいて「準優勝」し、併せて「メカト［］で遊ぶ会賞」を

受賞した。

決膀では、惜しくもパーフェクトを逃したが、スムー

ズかつ正確な

ボール取り込

みと選別、意

外なゴール方

法などを披露

し、高い評価

を得ることが

できた。
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福島高専が小野町と

連携協力に関する協定を締結

福島工業高等専門学校

(奈良宏一校長) と小野町

(福島県田村郡、宍戸良三

町長) は去る8月26日(火)、

連携協定に係る調印式を

小野町役場にて行った。

福島高専が自治体と連携

左:奈良宏一校長、 右:宍戸良三町長　　協定を結ぶのはいわき市

に次いで２例目、小野町が高等教育機関と連携協定を結ぶの

は初めてである。

本協定では、福島高専と小野町が教育、産業、福祉、環境

等の分野で連携・脇力し、相互の振興発展を図ることを目的

としている。今後は、両者が参祠する連絡調整会議を設置し

て、小野町の学校教育や生涯学習の推進、地域産業の振興、

地域福祉の充実・向上､、 循環型社会の形成等の実現に向けた

事業を行っていく予定である。

協定締結にあたり、奈良校長からは「本校が地域に役立つ

存在感のある高専として、これからも地域に貢献していきた

い｡」宍戸町長からは「福島高専の英知をもって、まちづくり

への企画、立案、実施に関してバックアップをいただくため

の仕組みを構築し、小野町の更なる発展のため尽力いただく

ことが最大の願いであります｡」とそれぞれの挨拶があった。

「地域にとって魅力あふれる高専」を目指す福島高専では、

今回の協定によって研究シース等が地域に還元されることで

産学官連携がさらに進展し、豊かで活力あふれる小野町の実

現に向けて貢献できるものと揮|待 されている。
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| 電気工学科 電気工学科 助教

豊 島　　晋

コミュニケーション情報学科 准教授

平　 塚　　 力

心 ＿

４月より着任しました平塚力

と申します。私は組織改革、具

体的にはフィールドワークを通

じて、当事者にも意識されていない組織の自己変革過程

を研究しております。出身は秋田県で、３月までは仙台

在住でした。いわき市は同じ東北文化圏でもあることか

ら、暮らしやすいと感じております。福島高専に着任後

は「学生が深く、主体的に考える」をモットーにしてお

ります。以後、よろしくお願いいたします。

| 総務課

30 ］

y ㎞I

コミュニケーション情報学科 助教

高　 橋　 雅　 也

ま暗 晦|
総務課員

菅　原　祐　子

| 総務課

４月１日付けで、総務課総務係に採用になりました菅原祐子です。今年３月に大学を卒業

するまで仙台市に住んでいました。直接学生の皆さんとは接する機会は少ないかもしれませ

んが、陰ながら学校生活のサポートが出来るよう努めて参りたいです。不慣れなこともたく

さんあり、皆様にはご迷惑をおかけすることもあるかと思いますか、精一杯頑張っていきた

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

| 学生課

| 技術部

学生課員

戸　 田　 拡 樹

こんにちは、

す。

戸田拡樹です。私のいる学生課は、学生の皆さんと接する機会が多い場所で

私は、ここで働き始める少し前まで専門学校で学生をしていたため、経験が乏しく頼りな

いことが多々ありますが、年齢的も学生に近いため、そのことを利点に学生に近い立場で物

事を考えることができるのではないのかと思っています。今後、ご迷惑をかけるかもしれま

せんが、精一杯頑張っていきますのでよろしくお願いします。

技術部第一技術班

柳　 沼　 仁　 志

３月より技術部第一技術班に採用

されました柳沼仁志です。これまで

の約６年間、民間企業でモノづくり

に携わってきました。その経験を実

習や実験、研究支援等に生かしてい

きたいと思っています。また課外活

動にも積極的に参加し、より多くの

学生と共に成長していけたらと思っています。皆様には、ご

迷惑をおかけしますが、精一杯頑張っていきますのでどうぞ

宜しくお願いします。

技術部第三技術班

佐　 藤　　　 潤

今年４月より、技術部第

３技術班に採用されました

佐藤潤です。主に物質工学

科の専門実験を担当しています。

出身は、今年色々と話題がたえない(地震､世界遺

産etc)岩手県一関市です。一関高専に７年ほど通い、

高専という高校とも大学ともどこか違うそんな雰囲

気が好きで、高専に舞い戻ってきました。

実験などを通じて化学の面白さを伝えられるよう

な技術職員を目指して努力していきますので、どう

ぞ宜しくお願いいたします。

技術部 第二技術班

杉　 浦　 珠　 実

３年前の３月にこの学校　　　 今‘ｉ

の機械工学科を卒業しまし　　
よ

た。卒業後、企業に就職し

神奈 川こ住 で

息

がなぜか福島に戻ってきた

いという思いがあり、機会があって福島高専に技術

職員という形で戻ってくることとなりました。主に

電気・機械の実験・実習を担当します。ご迷惑おか

けすることも多いと思いますが、よろしくお願い致

します。

技術部 第三技術班

林　　　　　 真

今年４月１日付けで技術部第３

技術班に採用されました、林 真

と申します。物質工学科の実験を

担当しています。出身地は福島市

で
ヽ この
４月からいわき市民になりました。採用された当

初、高校出身の自分にはとても想像できなかった鳥度な教

育内容に衝撃を受けました。現在、実験・実習で学生たち

に接するたびに、この場に相応しい知識と技術、そして人

間性を磨く必要性を感じております。まだ全てにおいて経

験不足ですが、これから多くのことを吸収し成長して参り

ますので、よろしくお願いいたします。
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７年前に茨城高専を卒業し、教員として再び高専に戻ってくることができ大変うれしく思

います。専門は有機エレクトロニクスであり、大学では主に有機半導体を用いた太陽電池の

開発を行ってきました。講義などでは電子材料などに少しでも興味を持ってもらえるように

励んで行きたいと思います。また、学生にとって高専で学んだ５年間が掛替えないものにな

るように勤めて行きたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

| コミュニケーション情報学科

コミュニケーション情報学科 助教

米　 本　　 清

本年４月よりコミュニケーショ

ｎ
Ｖ

ン情報学科の助教としてお世話になっております米本清

です。これまで、都市・公共経済学に関わる数理モデル

を研究してきました。大学や研究所と比べて沢山のにぎ

やかな学生に毎日接し、実践的な教育をすべき立場とな

り、責任の重さと同時にやり甲斐を感じています。「い

わき」「福島高専」の気風を理解し慣れていくと共に、

できる限りの貢献をさせて頂けれぱと思いますので、ど

うぞよろしくお願い致します。

生まれは神奈川県の秦野で、通学のために湘南に

も住んでおりました。いわきは「東北の湘南」と聞

いて、親近感を抱いております。専門は社会学で、地域の文化や技術を介した社会形成の可

能性を論じてきました。学生たちには、ビジネスマンあるいはエンジニアとして、社会と切

り結ぶタフな専門性を身に付けて欲しいと思います。その一助となれるよう、未熟ながら力

を尽くしてまいります。どうぞよろしくお願いします。

総務課長

岡　 野　　 勉

みなさんこんにちは。この４月に筑波大学より赴任して参

りました。生まれは高知県土佐市で、四万十川近くの宇佐町です。小学生の時に、父親の仕

事の関係で茨城県つくば市に移り住みました。［いわき］は、自然環境抜群で、心体にやさし

い空気も気に入っています。高専総務課長としての守備範囲は広いのですが、多くの教職員

の皆様に支えられており感謝しております。年々種々、厳さを増し、高専を取り巻く環境は

決して穏やかではありませんが、チームプレーでこの現状に立ち向かって行きたいと思いま

す。微力ではありますが、どうぞよろしくお願いいたします。

総務課貝　　　　 ４月より総務課施設管理係に採用になりました松本真一と

松　 本　 真　 ―　 申します。出身は福島県いわき市平（草野）です。

４月に採用され、分からないことばかりで皆様には色々と

ご迷惑をお掛けしていると思いますが、学生の安全で快適な環境を常に追い求める技術職員

に一日でも早くなれるように精一杯頑張っていく所存でありますので、どうぞ宜しくお願い

致します。
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